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総合診療のキー画像 ドーナツ状のシンチ像を示した甲状腺の機能性嚢胞結節 

中村重徳，石森正敏，林 昌俊 

日本病院総合診療医学会雑誌 17(3)，353-354，2021 

 

総合診療のキー画像 局所再発時に濾胞癌と診断されたバセドウ病患者に認めた巨大甲状

腺腫瘤 

中村重徳，秋田佳世，増田輝幸，石森正敏 

日本病院総合診療医学会雑誌 17(4)，446-447，2021 

Abstract：66 歳女性．左頸部腫瘤を主訴に他院より当科へ受診となった．受診時，労作時

呼吸困難，動悸，体重の減少傾向があり，精査の結果，心房細動，心不全，甲状腺内腫瘍

を伴うバセドウ病と診断された．チアマゾール等の投与で甲状腺機能は改善したが，腫瘍

は大きく，気管への影響も強いことから甲状腺全摘術が行われた．その結果，甲状腺の総

重量は 420g で，右葉病変は腺腫様甲状腺腫，左葉病変は濾胞腺腫であった．その後，手術

から 1 年 10 ヵ月経過で左頸部に腫瘤が再発したため切除術が行われたが，病理組織学的に

甲状腺濾胞癌で，更に初回手術した甲状腺左葉の腫瘍も濾胞癌の診断となった． 

 

傍咽頭間隙への転移が初発症状であった甲状腺乳頭癌の 1 例 

中村重徳，増田輝幸，石森正敏，棚橋重聡 

日本病院総合診療医学会雑誌 17(5)，528-532，2021 

Abstract：症例は 55 歳,女性．咽頭痛,物の飲み込み難さを自覚．扁桃周囲に腫れがあり，

画像検査で左傍咽頭間隙に 36mm 大の分葉状の腫瘤を認め，切除．病理は甲状腺乳頭癌の

転移．頸部エコーにて甲状腺左葉に 7mm 大の低エコー結節(細胞診は乳頭癌疑い)と左頸静

脈外側に嚢胞化した病的なリンパ節を認め，甲状腺全摘(+左 D2 郭清)を行った．病理は甲

状腺乳頭癌，同頸部リンパ節転移であった．術後に 131I(100mCi)を投与したが，甲状腺床

や他部位への集積は認めなかった．左傍咽頭間隙への転移の経路は不明であるが，頸部手

術の歴が無く，広範な頸部リンパ節転移を認めなかったことから，甲状腺から直接，外側

咽頭後リンパ節(ルビエールリンパ節)を経由し転移が生じた可能性が考えられた．傍咽頭間

隙転移は甲状腺手術後の経過中に発見されることが多いが，今回の例は傍咽頭間隙での腫

瘤が初発症状であり，極めて稀な例であり報告した． 

 

岐阜地域を 3 つの連携ネットワークで網羅し統一ルールを展開する地域包括ケアシステム

―2020 年１月までの構築状況の報告― 

高橋 健，広瀬 洋，高井國之，中谷 圭，高木寛治，佐々木稔，小林成禎，岩砂三平，



伊在井みどり，石田健一郎，堀川幸男，中村重徳，大橋哲也，山田武志 

岐阜医誌 34，49-57，2021 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


